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愛知県自然観察指導貝第8回生

周綴会
9月13日（日）愛知青少年公園

昨年、私達が指導貝になってから一年がたち

ました。「皆さんどうしてみえるかしら」「も

う一度会いたいね」の何気ない会話から名古屋

支部の篠田さんが呼び掛け人となって下さり、

今回の同窓会が開かれました。

当日は10名が参加、事務局から会長の大竹

さん、佐藤さんに出席していただきました。ま

た、欠席者から20名の方々が近況を伝える返

信を下さいました。

午前中は参加者一人一人の、この一年の活動

報告、事務局との意見交換を。午後はあのなつ

かしの森へ出掛け、観察会を行うという日程で

した。活動報告を聞いていると、既に観察会を

主催している方、参加することを活動としてい

る方、機関誌などを発行している方など様々で

またその活動に寄せる思いも色々でした。日頃

盛んに活動をしていない私にとってはいい発奮

剤になりましたし、とても嬉しく思いました。

そして良き情報交換の場であったとも思いま式

午後の観察会ですが、大竹会長さんを先頭に

行いました。ここでも思い起こすことは多く、

一年間に忘れてしまう事の大きさを感じました．

ですが、何より外は気持ちよく、会長さんの一

つ一つのお話がとても有意義でしたし、これか

らの観察活動のヒントもありました。

今回参加して思ったことは個々の活動がまず

出発点ではないかなと言うことです。そして同

窓会が個々の接点であれば良いなと。

当日皆さんにお会いできて楽しかったです。

参加されなかった方々には次の機会に是非お会

いしましょう。次回は泊りでという話も出てい

ます。お忙しい中、出席してくださった会長さ

ん、佐藤さん有難うございます。篠田さんお疲

れさまでした。来年も宜しくお願いします。

（加藤純子）
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｢一年をふりかえって」

ただただ、自然と触れ会うことの喜びを人に

伝えることができたら、という熱い思いばかり

で、そう、「指導員」と呼ばれるには非常にお

こがましい程、知識も経験もないことはわかっ

ていながらも、目を輝かせ、胸をドキドキさせ

ながら講習を受けたのは、ちょうど一年前でし

た。

そんな意気込みや緊張感を甦らせることがで

きたのは、先日、青少年公園で行われた同窓会

に参加したからです。同期に指導員になられた

方々のお姿を拝見しご活躍ぶりを聞かせて頂胆
たりしているうちに思うことは、自分の一年を

振りかえっての反省ばかりです。少しでも「指

導員」らしくなろうと、同じ職場の指導員の加

藤純子さんと"KATOz企画"なるものを結

成し、「あのなも通信」という新聞の発行を主

な（唯一の）活動として頑張ってきました。内

容の無さ、レベルの低さは最初から分かってい

ることなので、今更がっかりすることもないの

ですが、その他にも思うことがありました。そ

れは、一年たつうちにいつの間にか、初めの頃

の思いが、日常生活の流れのなかにまぎれこま

れてしまっているのに気づいたことです。例え

ば、花の名前や、昆虫の知識も大切だとは思う

のですが、ついそればかりに走ってしまい、「

喜び」を忘れかけていた気がします。 へ

午後、公園内の森に出かけました。一年前↓－

初めて知ったモンゴリナラや、美しい蛾や、珍

しいセミの塔などたくさんの自然を観察しなが

ら、さらに森を全体的に見ること、時間の流れ

でとらえることなど、講習会の時によく言われ

ていたことを思い出し、本当に充実して、楽し

い観察会でした。

一年をふりかえり、これからの活動に向けて

励まし合える機会として、それぞれ頑張ってみ

える方が同窓会という形で会えることは、あり

がたいものであり、今後も盛り上げて行ければ

と思います。（加藤知重子）
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愛知県自蕪観察指導員第8回生同窓会研修会を終えて

名古屋支部篠田陽作

平成3年9月14日台風くずれの低気圧の中、

傘をさしカッパを着てのフィールドワークから

始まった平成3年度指導員講習会、熱くハード

な講習会から丁度一年目の9月13日に青少年

公園で行われた、第一回同窓会研修会の報告を

します。会場の第三会議室は昨年の会議室の向

いの部屋です｡9時30分を過ぎると懐かしい

顔が一つ又一つと集まってきます、お互いにそ

の後の活動の様子とか、近況などを話し合いな

がら再会を喜びあう。事務局長の佐藤さん、協

議会会長の大竹さんも到着して開会、大竹会長

佐藤事務局長の挨拶の後、各自のこの一年間の

活動報告にはいる。山崎さんの東山植物園の東

海の森の解説員の活動、宮原さんの境川自然観

察会の機関誌を一年間で21号まで発行すると

ゆう素暗らしい活動とか、梶野さんの子供の観

察会での苦労話し、加藤純子さん、加藤知重子

さん二人でミニコミ誌の発行、垣見さんの港保

健所の健康展の中でのセミガラ分布調査、環境

保護に取り組んでいる岡騎さん、昨年の講習会

に持ち帰った、モンゴリナラの発芽に成功して

12本も育成中の原田さん、知多支部で大活躍

の石原さん、岩倉ナチュラリストクラブで活躍

している三輪さん、身近な自然を楽しんでいま

すとマイペースの三津井さん、そんな皆さんの

話しを聞いて私も元気が出てきました。

その後座談会に入り指導員活動についての話し

合いの中で出た意見を書いておきます。

#l指導員講習のみで終わるのではなく、そ

の後一年間ぐらいの間だに養成講座的な観察会

を5～6回おこなって見習い期間を作って欲し

いo

＃2各支部では新人養成の為の指導固を作り

指導をしてほしい。

＃3各文部の会合や行事に参加しやすいよう

に述絡を密にしてほしい。

以｜ものように蚊初・-年間はかなり獄樋的に働き

かけを必喫とするようです。
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12時から1時まで食事をした後午後は外に出

てのフィールドワーク昨年の初日に行ったとお

なじコースで大竹会長の指導で出かける。

昨年は話しを聞いても理解できなかった事が､・

今年はすぐに理解できた、一年間の成果かなと

思ったりした。途中佐藤さんの森や林を見た時

に気持ちよく感じる森や林には良い自然がある

との話しに感心したり、大竹会長のクズの葉の

食こんから昆虫が判る話し、真ん中からたべる

ヒメコガネ、ふちから食べるゴフキゾウムシ、

葉の中を食べるクズノチビタマムシ、などなど

まだまだ勉強することが沢山あるなと思いまし

た。林の中えはいって往くと昨年は沢山あった

キノコが今年はぜんぜんありません。今年は記

録的な少雨の為にキノコ類はまったく見あたり

ません。同じ自然でも気象条件によって毎年お

なじではないのだと新しい発見をしながら観察

会は進んでゆきます。ヤママユのガを見付け、

ドングリを拾ったり、楽しみながら奥の湿地え

たどりつくとシラタマホシクサが丁度見頃で、

思わず拍手で感動です。アカガエルの珍客にで

合ったり、やはり自然の中が一番です。アシと

ゆうまの2時間です。心残りですが会議室に、

帰りコーヒーブレイクをしながら今後の同窓会

運営と来年の予定、各支部の同窓会委員を選び

又同窓会の機関誌を『モンゴリナラ通信』とし

原稿が集まり次第発行する。お互いに今後とも

頑張ろうと再会を約束しながら午後4時に閉会

をしました。最後に同窓会を行うにあたり会場

確保など色々お世話を下さった佐藤事務局長に

厚くお礼申し上げます。皆さん来年も|司窓会を

行います、御希望、御意見がありましたらおた

より下さい｡i'モンゴリナラ通偏」の原稿もお

送り下さい。



体の不自由な人の自然観察指導者研修会に参加して
名古屋支部朱雀英八郎

9月5．6日、三重県菰野で「からだの不自

由な人の自然観察指導者研修会」ネイチャーフ

ィーリングがなされ、愛知から4名参加した。

（96中日に写真記事）

視覚、聴覚そして車椅子の方にも自然に親し

む喜びをと毎年、研修会がなされているが、今

回は三重の仲間の世話でなされた。30名を越え

る参加で6日には三重の方が10数名駆けつけて

交流の機会となりよかった。

車椅子の扱い方、持ち上げるにはどうするか

など野外実習、耳の不自由な人との手話の実際

そして烏山（筑波大盲学校）、飯野（東京都指

導主事）の話一自然が先生、出来ないこと

でなく出来ることを長く続けよう、障害は個性

と考え、安全対策をしながら進める－とい

った熱のこもった話だった。

2人の目の不自由な方の参加もあり、目の見

えない人に景色をどう説明するか。目隠しをし

て触った感覚から物を探すネイチャーゲーム。

さらには、夜の星の観察は単に星座の説明でな

く夢をもって夜空を見るI､レーニングとしてよ

かった。

歩き道でヘビの干からびた死体を見つけ、触

ってみる実習となり、先ず介護者がやってみて

から進めることが基本であることをみんなしっ

かり受け止めた。

この研修会に参加したのは、この8月、戸隠

高原の観察会に協力して、森林植物園の身障者

用スロープで車椅子の人を含んだ観察会を行っ／･~＝
たことから『注意すべきこと・安全対策・見る

だけでなく五感で知る努力など』を思ったから

だ。

身体の不自由な人を含めた観察会は余裕があ

ればいくらでも協力したいが、いま行っている

観察会を続けながら行いたい。リーダーが増え

ればいくらでもできるので是非、観察会に協力

下さい。※
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※一観察会のあり方について一

会員の参加が少ないとか言われるが、ボラン

ティアでしていることで、高望みは無理である

（中には資格と考えている人もいるようだ）。

まず、リーダーが楽しいこと。続けることが基

本であり、説明の仕方とか内容が不十分でも自

然への自分の思いや感動を伝える事でいいので

はないか（むつかしく言いがち)｡

楽しく遊びながらの観察会、又来てみたい、

興味を持つ、いくつかのポイントをきめ説明す

る程度でほかは自由にしている、テキストも地

図と注意程度にしている、リーダーが説明とい

璽・勇うよりお互いに知っている者、気づいた人が教
えることで進める。

私としては仲間を増やすことをを（全年齢層、

ヤング、子供を中心に）第一にしている。9月

には秋の活動案内葉書を100通以上出した。新

なぎさと浜の考現学6

間、地域などうまくPRすれば参加者は結構集

まる。場所の選考も大切。12月の打ち上げ会に

は仲間で「焚き火を囲んで」焼きパンなど楽し

くやろうとしている（初めての人は誘わない）。

批判もあろうがまず仲間を増やすこと、続ける

ことがもとになろう。

それにしても自然が大切と思い続けるてる中

で、開発が進み自然がますます少なくなり寂し

い思いを持つが、皆さんどうですか。

なお、身近な自然観察会は名古屋東部で春秋

に続けて行い、夏は信州戸隠などへ出掛けてい

る。クーラーの部屋より野外に、議論より外へ

出て楽しむことが優先である。

そして、今は自然の再生、回復を考え、休耕

田の活用、過疎地へ出掛けるなど夢を広げてい

る。

砂浜の漂着物 一一人間はゴミをつくる動物である一一

東三河支部高橋康夫

‐

海岸の吹き溜まりのようなところにあるは
あるはゴミの山。テトラポットの内側にもす
ごい垂、これがみんな人間横の出したものか
と思うと恐ろしい。
ひとつ漂着物の研究でもやってみますか。
木片に混じって、発泡スチロール、ビニール
類、プラスチック類、果てはタイヤまであり
ます。いずれも日光や海水の中でも分解され
ず、簡単には自然に戻れないものばかりで困
ったものです。
人間がこんなにたくさんの捨てるものを作
っているなんて驚異です。出所は海上で、陸
上で捨てられたものばかりで、人間の身勝手
さの現れでもあります。また、釣り客の残し
たからみあった釣り糸と釣針、花火の燃えか
すなど、ひとえに利用する者のマナーの悪さ
に原因があります。
砂浜にこんなにたくさん漂着物があるので
すから、海には膨大なものが漂っていること
でしょう。海をこんなに汚してよいのでしょ
うか。生命を誕生させ、はぐくみ、恵みを与
えてくれる海に対して人間は何という愚かな
ことをしているのでしょうか。
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私たちは日常の会話の中で「この件につい
ては水に流して。｡」などと使ったりします
が、その言葉のように、人間が今のまま物を
捨て続けるようぱことをしていたら、自然か
らひどい仕打ちをうけることでしょう。砂浜
の漂着物を見るにつけ、物質文明の末期的症
状ではないかと心配いたします。

~



視察研修に参加して

8月22日（土）、23日（日）の一泊2日

で岐阜県尾上郷のブナ林伐採現場とニコイ高原

の池ケ原湿原の視察研修があり参加しました。

その後、9月13日（日）に1年目指導員交流

会があり、その後で事務局から先の研修の感想

を書くように言われ、私も早く仲間に入りたい

という気持から、その場返事で承知しました。

ところが帰宅して視察研修の記録を探したとこ

ろ無い1のです。どうも我が家の掃除家さんに

捨てられてしまったようです。雑然とリュック

にねじ込んで放っておいた自分も悪いのだから

と反省・・・1．何度か事務局に事情を説明し

て断りの電話をいれようと悩んだあげく、今の

場合、自分を素直に出して、つまらん感想でも

書いた方がベターと勝手に結論をだしました。

それ故、私を簡単に自己紹介し、そんな人間の

感想と思って下さい。

私は昭和19年11月の生まれです。歩行年

齢に達する頃、骨髄炎にかかり大きな手術を2

度うけダメージが固定したのが中学生の時でし

た。戦後のこの時代によく生きてこれたものだ

と自分でも思います。したがって運動らしい運

動はやってこず、学校の体育の授業に辛うじて

参加したのは高校の時でした。丘らしい所に登

ったのは大学に入ってからでした。大学（薬学

部）では分子薬理とか製造・分析の分野がスポ

ットをあびて生薬学や薬用植物学はあったもの

の私は多くの学生と同じように、ほとんど興味

をもちませんでした。今から考えると全くもっ

たいないことをしたと思います。縁あって診療

所の薬剤師として就職し、ほとんど立ったまま

の仕事の中で体が鍛えられてきたと思います。

そして病院の中間管理職の時、今はやりの「プ

ッツン」をして再び診療所の薬剤師となり、今

晴々と働いています。プッツン休暇中、今まで

何となく無意識に集めていた野鳥や野草の本や
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知多支部石原洋一

ビデオをはじめてゆっくり見て、目が覚めたと

いうか、これだ！！と思うものがありました。

だから、自然観察歴は浅くまだ4～5年です。

皆さんの足元にもおよばないものが恐れ多くも

あちこちの催しに出まくってますけど、お許し

ください。

さて本題の視察研修会の感想ですが、第1日

目はまず高山短期大学付属自然博物館の見学で

す。学芸員の方とは会えず残念でしたが、中は

自由に見せて貰い心意気が伝わってきました。

この博物館は「自然保護」誌の裏表紙裏の「玄

関先でのレポート」を書いている方がここの学

芸員であることを覚えていたので、どんな短期

大学なのか興味がありました。看板にある学科

名は自動車工業学科と商業？または経営学科の

2科でした。そのアンバランスをどう表現した

ものか。案内してくださった村瀬さんの話では

街の自動車関係でもうけた人が設立したものだ

とか。一度、その設立者の話もうかがいたいも

のだと思いました。次は、1日目のメインコー

ス、ニコイ高原の池ケ原湿原。比較的新しい坂

の道が作ってありましたが、両脇にピッチリと

アシが大人の背かそれより高く茂り全く見渡し

がきかず残念でした。アシの間から、チラチラ

とミズバショウの大きな葉が見えます。我々6

人以外人影もなく、ナンヤラ（？）フウロのピ

ンクの花、セリが小川の中で大きくのびていま

す。ヤマトリカブトかナンヤラ（？）トリカブ

トかわかりませんでしたが、いっぱい咲いてい

ます。毒草には興味があって、降旗さんの「ド

クゼリでは？」の声に茎をひっぱってみました

が違いました。残念11一輪のコオニユリも記

憶に残っています。板道を抜け山道を登り出す

とツリフネソウ・キツリフネソウ力輔後左右に、

やはり山に入った感じです。シシウド（？）や

らウバユリがあちこちにつったっています。湿

へ

へ



地のアシを刈るべきかどうかはわかりませんが、

きっと来シーズンまでには刈られるでしょう。

第2日目は白川をぬけ尾上郷に入り、川沿い

の道から建設中の林道に入りました。林道とい

ってもダンプカ噛るそうで私のイメージの中の

林道とはケタカ漣います。ここの観察を続けて

おられる村瀬さんのパジェロに参加者全員乗り

込んでグングン登っていきます。裏日本型のブ

ナ林がグーと伐られ尾根に帯のようなブナカ職

してありましたが皆枯れています。少しばかり

ブナを残すのは、それを母樹として再び山がブ

ナ林として復活するのを期待してのことだそう

角です。しかし、現実は風にさらされ立ち枯れで

す。ここから伐り出すブナは家具材料とするた

めが目的だが、その事実は全くなく、まず間違

いなくパルプの原料としてチップになっている

とのこと。伐る人自身も「わかっているけど止

められない。」この現実は寒々 とした営林署の

やり方を見る思いでした。それでも造りかけの

林道の先端にいき、流れでる源流の水の中にサ

ンショウウオとトビケラの幼虫をみつけて（降

旗さんが見つけたのだが）、また村瀬さんが

「ほらっ」と上を指さすので、あわてて双眼鏡

でみると比較的大きなタカがゆったりと滑空し

ていました。

私はブナ林は初めてであり、本のみで知って

急いるだけでしたので空気を吸い込むだけで満足
でした。帰り道蓮シラヒゲソウを初めて見せて

もらったし、降旗さんが「あれがドクウツギ」

というので本で知っていた様な葉っぱを見たよ

うな気はしたが残念ながら手にとってみること

は出来ませんでした。参加された方はベテラン

ばかりで自分の勉強不足を痛感しましたが、キ

ャリア不足はいたしかたなく、今後もあちこち

顔を出しますので宜しくお願いします。
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－鮮なｳｯｸﾗﾌﾄ④－
名古屋支部椿幹雄

樹の幹を利用してコースターを作ってみ
ませんか？

1.準備品

1）幹（枝）は入手し易いもの（直径8
cm位）。

2）鋸

3）コンパス（定規）

4）サンドペーパー

5）彫刻刀

6）水性ニス

Ⅱ、作り方(1枚分）

l)樹皮の剥げるものは剥ぐ。

2）高さ1.5m程に印し切る。

3）中心からコンパスで直径6qn程の円
を描く。

4）彫刻刀で深さ2～3cmに掘る。

5）ペーパーで面取りをする。

6）最後に水性ニスで仕上げをし完成。

Ⅲ、安全のため材料は少し長めにします。

鋸や彫刻刀の扱いに注意してください。

完成品は木目の美しさを楽しめます。



自然との新しい出合い

気持ちよく車を走らせたい気分の休日、たい

てい、そこを走る。

姫街道（国道362号）当古橋付近。気に入っ

た風景がある。豊川（とよがわ）である。

学生の頃、河原に寝そべり植物図鑑を開き、

昼寝を楽しみに自転車で出掛けた場所。河原に

下る堤防の坂道の向こうに弧を描いた流れが浮

かび、細い農道が、トンボや蝶が舞う木立ちの

なかに入っていく。

はるか本宮山のやまなみが、豊川の流れに色を

添える。今も昔も広がりと表情があって、あき

のこない景観である。

エコロジカル・マネジメント

日本自然保護協会会長の沼田真先生は、私

が大学一年生の時の教養クラス担当であった。

入学間もない頃、千葉の稲毛の研究室で面接を

受けたことがある。それは奨学金支給審査のた

めである。「出身地は？」と尋ねられ、「愛知

県の東のはずれ豊橋です．．．」と答えたら、

即刻支給OKをいただいた思い出がある。私に

とって大切な恩人である。

こうして、私の造園家への道はスタートした。

最近、学科の改組が行われ、緑地．環境学科と

しゃれた名称になってしまったが．．．．、

自然が好きで、選んだ道だが、現在在蔵して

いる鉄道会社では、観光事業の営業面まで足を

つっこんでしまった。50才をすぎて、造園屋

として潜在していたものが、頭をもたげてきた

昨今、造園と自然とのかかわりあいについて、

次のようなことを考えてみた。

それは「自然の保全と活用によるランドスケー

プデザインの基本」ということである。

①ひとつの生態系として環境全体を扱うこと。

②自然は目的に合わせて適度に管理（マネジメ

ント）されなければならないこと。
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東三河支部梶野保光

③自然環境の活用計画は人々の生活文化や精

神への関係づけなどソフトウェアを含むもの

であること。

自然について幅広い知識と体験を持つナチュラ

リストであり、知識と体験に加えて、「技術一

自然系のマネジメント」に秀でた造園家であり

もうひとつの顔として、子供たちとなかよく

出来る自然観察指導員を目指すことを心がけた
今

い◎

造園と環境教育

最近、学会誌を読んで知ったこと

日比谷公園の児童遊園を舞台に、、ネイチュア

・スタディ”（自然学習）が始められたのは、

大正13年（1924）以後である。公園にお

ける児童指導事業の創始でもあるが、直接の責

任者である末田ます女史の思想一園内の植物、

昆虫、小鳥などを教材に自然に対する知識を、

紙芝居やお話、園内探検ゲームを通じて遊びな

がら、学ばせるという考え方一

すなわち、ネイチュア・スタディに基ずくもの

で、今日、我々たちがやっていることと類似し

ており、自然観察指導員の先駆的実例というこ

とができる。

東京農業大学の進士五十八教授はつぎのようへ

に言っている。

「末田ますの著書「児童公園」の、その眼目は

く細々と何から何まで教える必要はない。

自然の茂異的な力を自らが感じ、自らが自然を

愛し、知識と共に真の愛情をもつこと。

種類を多くしたり、珍しい動物を飼育すること

なども望ましいけれども、一木一草、あるいは

一匹の蟻に自然学習の材料を見出し得る能力の

方がより以上に望ましいことであり、この点か

らみてよき指導者こそ公園の命だ〉ということ

になる。



イチョウの落葉の黄色に植物の変化を感じ、春

の開花に自然の神秘を感じる。時間当たりの知

識にのみ偏っている現代っ子にとって、ゆった

りした真の自然との係わりをもたせることの、

いかに大事なことか。」同感である。

また、『公園計画などで具体的なデザイン・イ

メージを提案するというよりは、「自然学習」

的なものが、いかに造園学的に大切か、否、人

間の生活にとって大切か、それを訴え、あらゆ

る公園や緑地計画に．自然学習精神”をオーバ

ーラップさせて欲しい。』と行政や造園家に訴

えており、『自然学習園は学校や公園ばかりか

、まち全体でも、個人の庭や労働者のくつろぐ
へ

工場造園のスペースの中にも、極堵に言えば

．ひとの心のなか”につくられてもよいのであ

る。であるなら、最も好都合なのは、ありの

ままの大自然（山林や河川など）である。自然

のままの空間を「自然学習園」化したのが、

「自然観察会」である。」と進士教授は言って

おられる。

この話は、私のような「駆け出し指導員」であ

り、自分では「古参造園家」だと思っている輩

には、たいへん参考になった。

四神相応

中国の陰陽学にみられる「四神相応」という

セオリーが私にとって大変興味深い。

｢四神相応」の好立地条件

へ

毫 舗

…
椎（海）
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「四神相応」の好立地条件というのは、当時

世界一の文明を誇った中国で発達した陰陽学に

おいて、社寺や城などの施設整備や都市計画の

際には、宇宙を司る四つの神を次のように配す

ることが、最善とされている。

東に、「青竜」の神が宿る川

南に、「朱雀」の神が宿る海

西に、「白虎」の神が宿る道

北に、「玄武」の神が宿る山

とあり、つまり、「北側の緑豊かな山を背にし

て、南前方にきれいな海を眺め、東から清流を

引き、飲料水に恵まれ、西の道から運ばれてく

る豊富な食糧で豊かな生活をすること」

が人間にとって、ユートピアであると教示して

いる。

ところで、我々の住む愛知県の立地条件は、

はからずもこの「四神相応」の地形となってい

る。県土が発展する立地条件はもちろん、海あ

り山あり川ありで、自然観察のフィールドにも

恵まれた場所ではなかろうか。

そういう意味で、豊かな自然資源に恵まれた

特性を十分に生かしながら、人と自然の共生が

図られた生活環境の整備が必要だと思う。

花鳥風月のある街

今、人々はアスファルトジャングルから自然

のジャングルへ飛び出す。フィトンチットの

シャワーを浴びる森林浴に。

小鳥やリスなど可愛い仲間に出合いに。

名もない花と戯れに。

落葉のふかふかマットを楽しむハイキングに。

森の温かさに触れに行く。

木の肌合い、ぬくもりに。

森と遊ぶ、森に親しむプロジェクトのスタート

である。都市に森をつくる。近郊林を有効に

活用する。都市で失った緑を取り戻し、森を身

近な友とする街づくりが今、動き出す。

まさに「花鳥風月のある街づくり」である。

10月1日発表した建設省の「第四次都市緑化

五カ年計画（1992～96年度）にあるよう

に、今後「花鳥風月のある街」は沢山つくられ



てこよう。しかし、大事なことは、地域住民が

自然環境を愛でるライフスタイルを維持できる

かということである。

そのためにも、自然観察指導員の役割は大き

いと思う。自然とふれあうイベントやキャン

ペーン、草花や樹木、昆虫、野鳥と親しむ会づ

くりが重要な意味を持ってくる。とりわけ、

地域で育つ子どもたちへの継続的な啓蒙活動は

大切だと思う。行政も花鳥風月の揃った地域を

つくり上げようと腰を上げている。地域の人た

ちも、その気になってきている。

その努力を我々一代限りで無にする手はない。

私の住んでいる豊橋市でも、「自然と優しく

ふれあって自然とステキなお付き合い」

一季節を迎える、季節が迎える一というキヤッ

チコピーで「東部丘陵レクリエーションゾーン

」のイメーシ計画がパンフレット化されている

東部丘陵ゾーンというのは、南靖は普門寺、

岩屋観音から、愛知・静岡県境の山並み、いわ

ゆる弓張山系（ちなみに静岡側からは湖西連降

と呼ばれている。）一帯、かの有名な葦毛湿原

をはじめ多米峠、石巻山、本坂峠、北培の

中山峠までの豊橋自然歩道本線から、支線を含

む広い場所である。ここで市民からアイデアを

公募し、”石巻尾根ツゲの森ゾーンご”嵩山：

歴史・地象・文化ゾーン“”ふれあいの森ゾー

ン“をはじめとして、別図のように10のゾー

ンに分けて、自然を保護、育成しながら親しみ

やすい環境づくりをすすめていこうというもの

である。

イラスト風の烏鰍図やバス路線や停留所も

親切に記載してあり、中折りのページには東部

丘陵ゾーンの自然の情報がたくさん掲載されて

いる。地方自治体制作のパンフレットとしては

良いできばえである。もっとも、近頃は民間企

業よりも自治体制作の観光パンフレットや資料

の方が見やすくセンスが良いと思う。

一読されたい方は、豊橋市自然史博物館にも

おかれているはずなので、恐竜の化石など見学

がてらお越しになればよろしいかと思います

9

東部丘陵レクリエーションゾーン

ゾーニング図

一ン

鱗
⑤赤岩，多米 ｡石脅風鰡グの露ゾーﾝ

自然系公園イメージ図

(湿原公園、雑木林公園）

へ



なるたけ出席しようと努めている。

以前は、たまの休日ゴロ寝と決めこんでいた

わたしであるが、最近は少し違う。

休日ともなれば、子供たちはあまりつき合って

くれないので、家内と二人で自然の中へ出かけ

ることにしている。

なぜなら、自然観察指導員になって体験した

新しい自然との出合いを楽しみたいからである

ママコノシリヌグイ

今年の夏、私の勤務する事業所で、地域の子

供たちを対象に「自然観察会」を行った。

売店の一角をログハウス調に仕切り、観察用

具の双眼鏡からカメラ、自然観察シリーズの書

籍、可愛いカモのカービング、赤外線センサー

で、小鳥の鳴き声を聞かせ、大自然の素晴らし

さを映像で流すビデオ装置、売れ筋の恐竜シリ

ーズ、化石、ウッディパズル、小物では、ネイ

チュアー関連のキーホルダーも扱い、所属する

東三河自然観察会の一般募集の観察会案内も

掲出し、かなり自然にこだわった店を社員の手

へ駕慈聖?實鴛鑿鯛塗勢ゞ
明白にしたのが今回の自然観察会であった。

企画をつくり、ワープロで「ちらし」を作成

し、なかよくしている新聞社へは紹介記事の依

頼をしたまではよいが、肝心の指導員が私一人

では荷が重すぎる。なにしろ、新米である。

期待して集まってくる子供たちに気の毒である

。困惑していたところ、先雅指導員の高橋康夫

さんと岩瀬直司さんが助け船を出してくれた。

おかげで観察会当日、私は指導員どころか子供

たちと一緒に日頃見慣れている奥浜名湖の自然

を楽しませてもらった。

同級会の翌日、一回下見をしただけで当日の

カリキュラムを作ってしまう高橋さんの素晴ら

へ壗鑿f零M鯉駕轆呈篁瞥
私の知らなかった「ママコノシリヌグイ」を教

えてくれた岩瀬さんの自然観察にかける情熱。

観察会も成功で、お二人にただ頭の下がる思い

である。

昨日送られてきた「自然保謹」10月号に山梨

の植原彰さんが”トゲトゲのひみっ“という

エッセイを書かれていたが．そのなかで「ママ

コノシリヌグイ」らしき写真カットを拝見し、

あの夏の日見かけた「彼女」を懐かしんだ。

自然観察指導員になってから一年あまりが、

過ぎようとしている。会主催の観察会には、

0
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予牙』及舗fゴミ』遥クフ大ニオつく二．と

山llll#一

(1)自然皿察会実施粘果について

今まで送られてきた実施紬果報告を見て‐私

自身、協議会の原点は剛察会で、それを大事に

していかなければ……ということを癩惑させら

れました．しっかりした観察会をやっていると

ころは、少なくとも下見を2回やって、責任を

持った準備を進めているようです．新しい指導

員を育てる努力もされています．また、市町村

の後援をとりつけたり、指導内容・方法の検討

を行い、終わった後の効果・反省をやっていま

す．東三河のように、コースの設定、厩要調査

で1回、テキストをもとに内容検討で2回、中

にはテキスト検討を入れて3回やっているとこ

ろもありました．脂導内容もさることながら、

本番で、「日程説Iﾘ1－」「遠くから眺めてみよう」

「森の中の虫たちj「森の観察j「いまいる場

所を見つけよう」「人と水のかかわりl「牛の

滝についてj「滝の周りの械物」『終わりのあ

いさつ」の9項目を9人の指導員に柳lり磯って、

47人の参加者に観察会を行ったのは見事とい

うよりほかはありません．

私は最初普及活動は、派手に新聞社やテレビ局

に紋せてもらって、目立つことを行うことだと

思っていました．しかし、そうではなく、観察

会の基本を一つ一つ大瓢にして、内側よりかた

めて．新しい指導員を育てて、愛知県自然剛察

指導員連綿協議会として恥ずかしくない観察会

をやることが、大和な牒及活動であることがわ

かりました．

（2）協議会の活効に参加されない人へ

私は放員をしているのですが、もしいろいろ

な力を持った生徒の能力を引き出せず、埋もれ

させたままクラス運営をやっていたとしたら教

師として失格です．300名以上の指導員の中

には優れた人材がたくさんいることは、いろい

ろな傭報で入ってきています．その人述を生か

し切っていないとしたら当然、普及する閲にも

責任があると考えます．

11

平成5年度の協議会の目標の一つに、『遠のい

ていた人が参加しやすいようにする」と㈱うこ

とを掲げていきたいと思います．

（3）弓道協会に入ってみて

自然のことを扱うこの楓間紙に突拍子もない

ことを載せてみます．実は、今年の6月から弓

道の世界にひょんなことから足を踏み込んでし

まいました．週2回道場に通って「射」を勉強

しています．そこで、自然保護協会ならぬ弓道

協会の人途から手ほどきを受けています．そこ

で指導員ならぬ有段者が私を指導してくれるわ

けですが、初段の人も、高段者の人も教えれる

範囲でしっかり教えてくれます．よく観察会で

問題となる指導員はなんでも知っていないとや

りにくい悩みを見事に解決してくれています．

道場では、どんな実力の人も献身的に教えてへ

れるのですね．熱意が伝わってきます．また、

はじめてきた人、知らない人に対してしっかり

声をかけるのですね．自分の後を継ぐものを懸

命に養成するのですね．

この時、自分自身観察会ではじめてきた人、ひ

さしぶりにきた人にこれだけのことをしている

のか反省させられました．私自身、植物の名前

も動物の名前もあまり知らないのにかこつけて、

ついつい後継者の養成に尻込みをしていた事を

反省させられるのですね．

最後に、一番印象に残っていることは、弓道の

講習会で、副会長の大正？年のお婆さん（年は

とっていても射位に入るとバンバン的を当てる

スーパーウーマン！）が、講習会に来たばかり

でなにもできない人に向かって「皆さんようき

て下さった」と感謝されていたのが印象に残り

ました．

私は、指導員の講習会を受けて入ってきた人澆

は少なくとも自然に興味を持ってそれを勉強し

ようと身銭を切ってきた人達です．その人達に

「感謝」までは行かなくても、大事にしていか

なければと思いました．私の意見をどう思いま

すか？どしどしご意見を下さい．

私生Cｿミ



自然観察施設訪問9

－赤沢自然休養林一

中西正

本年の東三河支部の宿泊研修は、赤沢自然休

養林を中心にした木曽谷で行われた。赤沢自然

休養林は、森林浴で一躍有名になり、ヒノキの

巨木林としてのイメージが強い。この自然と施

設について見てみよう。

上松から入る道沿いにはシラカバ・ミズナラ

が生え、渓流に澄んだ水が流れ、休養林への誘

いになっている。駐車場は有料で、これが実質

的な入山料の役割を果たしている。駐車場近辺

~FP央園地にはいくつかの建物が散在してい

る。土産物や、レストハウスそれに森林資料

館、森林センター、森林鉄道記念館で、特に後

のものは自然に関わりを持った建物である。来

た人を楽しませるために、バーベキューやアス

レチック、水遊びができたり野外ステージが

あったりする。それに距離は短いが森林鉄道が

動いている。

森林資料館は森の動植物標本展示と林業関係

資料の展示がなされている。うれしいのは木曾

五木の材と生の葉が並べられていたことだ。森

林センターは休憩所の一角に林業関係の写真や

資料が展示されているだけだった。鉄道記念館

は、森林鉄道の機関車を初め鉄道関係の資料が

展示されている。森林鉄道を使って大規模に木

塁､切り出していたころのことが沸き上がってき
た。しかし、いずれも展示方法に工夫が無く、

この国有林の自然や状況がいきいきと伝わって

くる気がしない。これからの国有林をどうした

いか、というようなメッセージがあってもいい

のではないかと思った。

自然休養林という名前から「体」に視点を置

いた利用法のためか、遊びの要素は作られてい

る。また健康のための散策路も整備されてい

る。しかし、良い自然を解放する時は、その自

然の良さの解説がなされるべきと考えられる。

そのための自然解説が必要であろう。散策路は

整備されているというものの、生き物や自然の

12

解説板はごく少なかった。巨木に高さ太さ等、

通りいつぺんの数字が並んでいるだけであっ

た。やや乾燥している様子と地形はアメリカの

ヨセミテを連想させたが、アメリカならもっと

きめ細かな自然解説がなされるであろうとも考

えられた。今、国有林は材木生産地からの脱却

が図られている。その意味からもこの地の訪問

者に自然に対するピーアールをする義務がある

のではないだろうか。中央園地周辺の自然関係

施設の統合と内容の見直し、散策路の自然解説

板の整備、それに森林鉄道を自然解説施設に加

えればすばらしいエリアができ上がりそうであ

る。

自然の中に入ってくる人もその自然全般に注

目する人は少ない。我々自然観察指導員です

ら、散策路中では木曾五木の区別点のみに話題

が集中していた。多くの人が訪れる要素を持つ

地域である一現に、我々が訪れた時は台風の影

響で強い雨が断続的に降っていたが、それにも

かかわらず多くの人が来ていた一・それだけに

自然の仕組みを学ぶ場所としての位置付けも必

要と考えられた。

▼森林資料館

▼▼森林鉄道（パンフレットより）

1蝋！#,,I
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アカネの仲間

知多支部相地満

1はじめに

アカネ（アカトンボ）の仲間を単に体が赤い

トンボと定義してその数を詞ぺたら何種類にな

るだろうか。恐らく相当の数になると思われる。

水草の繁茂した池の上を飛び交うショウジョウ

トンポは実に鮮やかな赤い色をしているし、小

さなハッチョウトンボもそうだ．今は少なくな

ったベニイトトンボもそうだ。でもなぜか「夕

焼け小焼けのアカトンボ」というイメージには

合わない。分類上アカネの仲間は「前翅結節前

横脈が10本より少なく最後のものは前縁室に

あって亜前縁室にない」という特徴を持つもの

を言う。だがこの定義も大変である。即座に定

製された事柄が視覚的に脳裏に浮かぶだろうか。

2アカネの種類

アカネの仲間は、日本に21M(I原色日本昆

虫図鑑下巻』保育社日浦ほか)とも17種1亜種

(r日本産トンボ幼虫・成虫検索図説l東海大学

出版会石田ほか)とも言われている。そのうち

愛知県には13種(I愛知県の昆虫(上)1199

O愛知県安藤ほか)が記録されている。知多半

島におけるアカネについては上記のl愛知県の

昆虫(上)lには10種記載され、そのうち東海

市においては6種が記録され(『東海市のトンボ」

知多の自然談話会1991相地)標本にされて

いたが今年更に2種追加され8種になった。都

市周辺ではこの6～8種程が普通にみられるア

カネの数と言うことになるのではないかと思う。

3

である，

1992年

マイコアカネ ＋ ノシメトンボ ○

マユタテアカネ ◎ リスアカネ 十

ヒメァカネ 十 ナツアカネ ◎

コノシメトンボ ＋ アキアカネ ○

アカネの見分け方

ある教員対象の野外研修に出かけた時の事で

13

ある。高名な謙師はやたらと植物名等を並ぺ立

て、ふと稔りはじめた稲田の上を行き交うウス

バキトンボを見て、あれがアキアカネだと言っ

ていた。おまけに夏に見られるのがナツアカネ

で、もう秋になりかけているからアキアカネだ

と感慨ぶかげに（分かり易い？）脱明をしてい

た。その前にアラカシとシラカシの区別がつい

ていないことに気付いていた私は何かしら瞭な

気持ちになってしまった。官僚的な（あるいは

権威主義的なと言った方が良いかも知れないが）

理科教員対象の研修会といえどもこの程度であ

る。私たちは名前にこだわらない自然の見方を

するという方法論を持っている。それが方法論

としてしっかりした内容を備えているかどうか

は別としてやたらと種名を並べてこと足れりと

する事だけは避けていきたい。同時に生物社会

の一構成単位としての種に着目する埼合、檀名

は正確でなければならない．中々大変なことで

はあるがそう努力していきたいものである．ア

カネを見るには胸の黒色条班に藩目すると良い，

アカネの黒色条（斑）

趣>ゆゅ心
リスアカネノシ〆トンボコノシ風トンボ上〆アヵネ

雀乙也運ろゅ
マュタテァヵネマイコアカキナッァヵネアキァヵネ

4おわりにアキアカネの観察

観察を続けているとアキアカネが里に降りて

くる日を予測できるようになる。東海市での羽

化は7月上旬だがその後山地へ移動し、戻って

くるのは何時か3年程前から正確に判断できる

ようになった。それは皮膚感覚の成せる仕業で

ある。その日（10月上～中旬のうちの何れか）

10時～11時頃の間に5～6匹の先発隊が現

れ、枯れたヒマワリの先などにとまる。暫くし

て後続隊が続きあちこちの梢にとる．やがて午

後になると続々 とやってきて、中には雌雄連結

してくるものもある．それは気に留める者にし

か気に留めることのできぬ小さな秋の出来事で

すが、私にとっては大きな楽しみの1つです。

へ

へ
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オオオニバス再び

知多支部加藤寿芽

東浦町内のため池、飛山池でオオオニバスが

赤紫色の花をつけました。このオニバスは自生
､

のもので、全国では6カ所位。愛知県では、渥

美郡田原町の芦ケ池のみ。東浦町で昭和56年

度、57年度の2ケ年で東浦自然環境調査研究

団を結成し、私も参加して56年の夏に発見、

「東浦の自然」に記載されたものです。その後

編勺､姿見せず、平成2年に浮葉を見つける。平成3
年には17株見られた。平成4年、池の水をぬ

き開花にこぎつけた。株は2カ所で2株。

中日新聞に記事が出て大騒ぎ。東浦町教育委

員会より調査、記録、種子の採種、種子の配分、

人工栽培、町内のため池の水質調査等を依頼さ

れました。
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｢豊田市自然観察の森」からの便り

冬 烏の渡来
尾張支部長尾智

1月ともなると、観察の森でも冬鳥が本格的これらの他に、今までに見られた（当園にお

2来するようになります。ける）冬鳥を挙げておきます。

11月ともなると、観察の森でも冬鳥が本格的

に渡来するようになります。

冬鳥の中に少し大型で田畑でよく見られるも

のにツグミがいます。しかし、12月頃までは警

戒心が強く、林の中にいることが多いので、目

につきにくいかもしれません。1～2月には、

田畑へ出て来るようになるでしょう。

ツグミとほぼ同じ大きさの冬鳥にシロハラが

います。シロハラはツグミと違って開けた場所

に出て来ることは少なく、冬の間中ほとんど林

の中にいます。そし.て、落ち葉をくちばしでは

ね除けては、虫などを探して食べています。林

床で、カサッカサッという音がしたら、目を向

けてみましょう。

数は少ないのですが、トラツグミもいます。

「トンボの湿地」の休耕田を耕すと、追い出さ

れた虫などを求めてトラツグミが現われます。

種名科名11月12月

ﾏガﾓガンカモ○○'○○○
カルガモ〃○○○○

ピンズイセキレイ○○○○’○

ﾓズモズ○○○○○｜

ﾐｿｻザｲミソサザイ○○○○b
ジ雲ウビタキヒタキ○○○○,○p
ﾙﾘﾋﾞﾀｷ〃○○○pp
キクイタダキ〃 pbl
カシラダカホオジロ○'○○○○○｜
ミヤマホオジロ〃○‐，

ｱｵｼﾞ〃○○○○po
クロジ〃○○b
ウソアトリ bpoo
カケスカラス bpldobS

鰐
一
１
－
２
－
３
’
４
－
５
－
６
’
７
－
８
－
９
－
皿
一
‐
皿
一
皿
一
咽
一
Ｍ

一

ホオジロ
ー

〃
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11月～1月の行事案内
＊他支部の行事にも参加出来ますが、急な変更

があるかもしれませんので照会の上、御参加下

さい。

①主催②集合場所・時間③照会先

④行事のねらい⑤参加資格・費用⑥備考

【11月8日（日）岩屋堂観察会】

①県委託・尾張支部②岩屋蛍無料駐車場

③大谷敏和画0572-23-6907

④木や草の実調べ、落ち葉を食べるのは誰？

【11月13日（土）室内研修会】

①知多支部②阿久比町中央公民館18:30

④祭りや厄除けに使われる自然物について

【11月14日（土）～15日（日）会員研修会】

①知多支部②東海市農業センター14:30

④奥三河の動物と天体観測

【11月29日（日）赤岩寺観察会】

①東三河支部②豊橋市多米町赤岩寺

③間瀬美子念0532-45-1335

④晩秋の自然観察

【12月5（土）・6日（日）石巻山研修会】

①協議会②豊橋市石巻山

④会員研修

【12月11日（金）室内研修会】

①知多支部②阿久比町中央公民館18:30

④92年行事の反省と93年の予定

【12月13日（日）南知多の海鳥観察会】

①知多支部②武豊町中央公民館9:30

【12月13日（日）立田村観察会】

①尾張支部②立田村葛木渡船場

③斎竹善行面0587-37-7616

④江戸時代風の景色の中でカモをじっくり見

よう。

【1月10（日）善師野観察会】

①尾張支部②名鉄広見線善師野駅

③福富裕志s0568-67-0167

④冬鳥をじっくり見よう・メタセコイアの化

石を拾おう

15

難
～稀幕後記～

★今月も、投稿が多く編集作業が楽でした。原

稿をお送り下さった方、どうも有り難うこざい

ました。お寄せいただいた原稿は全てを掲載し

ていますが、健忘症の私のことですので『原稿

を送ったのに掲載されてない・・・』という方

があるかも知れません。そのような方がありま

したら、是非、お申し出下さい。編集作業をし

ていて、誰かさんの原稿を落としているではとへ

いつも心配になります。

★また、投稿戴いた方おひとりずつ、お礼を申

し上げたいのですが、人数が多くとても出来ま
せん。どうぞ、ご容赦下さい。

★37号紙上で、協議会ニュースのタイトルをも

う少しやわらかい感じのものにということで、

話題提供をしました。運営委員会でも会の愛称

・略称が論議されました。その後、進展があり

ませんので、久々 にその第2弾1英語の先生の

お知恵を拝借した、こんなのは如何でしょう。

LoversofNatureinAichiで略称『LONA』で

『ロナ』と読みます。協議会ニュースのタイト

ルは協議会ニュース『LONA』。会員への電話も

『もしもし､ﾛﾅの神戸ですが原稿をお願いしへ
ます。』てな調子になります。可愛い響きだと

思いますが・・如何なものでしょう？

もう一つ候補を挙げると、大竹会長発行の自

然情報誌のタイトル『Naturing』。これもなか

なかいいと思います。さて、皆さんも愛称・略

称を考えて、編集部会までお寄せ下さい。

★次号は1月号です。原稿の締切りは12月10日

です。どしどしお寄せ下さい。

編集部会〒44O豊橋市多米中町1-12-3

神戸敦盆0532-62-5308


